
　

介
護
保
険
制
度
は
社
会
全
体
で
介

護
や
支
援
が
必
要
な
人
を
支
え
る
た

め
、
40
歳
以
上
の
人
が
負
担
す
る
介

護
保
険
料
と
国
・
県
・
市
の
公
費
負

担
を
財
源
に
、
各
自
治
体
が
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付

費
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、

①
高
齢
化
に
伴
う
要
介
護
認
定
者
の

　

増
加

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実　

③
介
護
報
酬
の
改
定
等

が
主
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保
険

者
）
の
介
護
保
険
料
は
、
令
和
３
年

度
か
ら
基
準
月
額
６
，
７
０
０
円
に

改
定
し
、
２
７
０
円
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
介
護
給
付
費
が

増
加
す
る
と
、
令
和
７
年
度
に
は
基

準
月
額
７
，
３
４
３
円
と
な
り
、
現

在
と
比
べ
て
月
額
６
４
３
円
の
増
額

と
な
る
見
通
し
で
す
。

　

市
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
過
ご
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
、「
介
護
予
防
」「
生
活
支
援
」「
住
ま
い
」「
医

療
」「
介
護
」を
一
体
的
に
提
供
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

要
介
護
リ
ス
ク
が
高
ま
る
75
歳
以

上
の
高
齢
者
は
、
市
で
は
２
０
３
５

年
ま
で
増
え
続
け
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
１

人
当
た
り
費
用
額
や
、
要
介
護
３
～

５
の
重
度
の
要
介
護
認
定
率
は
、
県

内
平
均
よ
り
も
高
い
状
況
に
あ
り
、

保
険
料
も
県
内
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

元
気
に
在
宅
で
過
ご
す
た
め
の
介

護
予
防
へ
の
取
り
組
み
や
、
地
域
で

の
助
け
合
い
・
支
え
合
い
の
活
動
が
、

今
後
ま
す
ま
す
大
切
に
な
り
ま
す
。

制
度
を
支
え
る
た
め
に
は

介
護
保
険
料
の
改
定

増
え
る
給
付
費
と
介
護
保
険
料

●
介
護
保
険
基
準
額

　

月
額
＝
６
，７
０
０
円

　
（
令
和
３
～
５
年
度
）

●
介
護
保
険
基
準
額
の
算
定
方
法

　

鹿
屋
市
で
必
要
な
介
護
総
費
用
×

　

65
歳
以
上
の
負
担
分（
23
％
）÷　

　

65
歳
以
上
被
保
険
者
数

●
所
得
段
階
別
の
保
険
料
の
細
分
化

　

負
担
能
力
に
応
じ
た
、
よ
り
き
め

　

細
や
か
な
保
険
料
額
と
す
る
た

　

め
、
所
得
段
階
を
全
９
段
階
か
ら

　

13
段
階
へ
見
直
し
ま
し
た
。

※
令
和
３
年
度
の
保
険
料
の
決
定
通

　

知
書
は
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

 

今
回
は
、
市
の
介
護
保
険
事
業
の
現
状
と
地
域
で
の
介
護
予

防
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

	

　

問
市
高
齢
福
祉
課　
℡
０
９
９
４-

31-

１
１
１
６

介護給付費

介護保険料

３期
H18 ～ 20

（億円）

0
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（円）
8,000

6,000

7,000

4,000

5,000

4,600
5,990 6,040 6,430 6,700

介護給付費と介護保険料（基準月額）の推移

4,600

211 252 284
302

324 352

８期
R3 ～ 5

６期
H27 ～ 29

７期
H30 ～ R2

５期
H24 ～ 26

４期
H21 ～ 23

地 域の中で孤独にならないよう、
誰でも気軽に参加できる取り

組みを広げたいと話すのは、新栄町ふ
れあいサロンの代表を務める中宮和子
さん。
　現在、週に１回取り組む運動サロン
では、スクエアステップや健康に関す
る講座を実施。参加者からは「コロナ
で自粛しがちだが、サロンでみんなに
会えるのが嬉しい」「今後の体調や身
体の変化が楽しみ」など、介護予防に
つながる多くの声が聞かれます。町内
会長の大

おおなかはら

中原耕
こういち

一さんは「コロナ禍で

様々な活動が自粛となり、地域で付き
合いが無い方や健康に不安を持ってい
る方等が心配。この機会に参加してく
れれば」とサロンへの期待を語ります。
　中宮さんは「一人では自宅でじっと
しているし、運動しても続かない。こ
こには、90代の方も来て運動する場に
なっている。今後も人が集まって、地
域の方たちが元気に健康でいてほし
い」と力を込めます。　
　新栄町ふれあいサロンでは、声掛け
や参加者への見守りなど、地域で支え
合い活動を進めています。

椅 子に座ってできる運動だけで
なく、脳トレの時間もあり、

会場では参加者の「いち、に、さん」
と元気な声が聞こえてきます。
　「いろいろな体操を体験できるので
運動の幅が広がる」「体験して習得し
他の人の運動する機会につなげたい」
とのことで、家では復習に取り組む人
もいます。

「その運動がどの筋肉に効果があるか
理解してもらい、普段の生活に取り入
れてもらいたい」と話す講師の一人で
ある矢野直美さんは、参加者に合わせ
てテンポよく指導を行っています。
　その他にも専門職講師によるスクエ
アステップやノルディック・ウォーク、
ロコモ・フレイル予防運動、３Ｂ体操
など、自分の興味に合わせて心身とも
に楽しみながら介護予防に取り組める
教室を展開しています。

元気で自分らしく　地域で育む介護予防活動

らくらく体操

講師　矢
や

野
の

  直
なお

美
み

 さん

地域の皆さんの自発的な集いから誕生

ご近所同士で自主運営　地域で行う「運動サロン」

住み慣れた地域で自分らしい日常生活を営むことができるよう、
地域の人々が気軽に参加できる支え合いの活動の場が広がっています

多彩なプログラムを身近な拠点で体験できる

気軽にのぞいてみよう。地域で集える介護予防教室

H28

（人）

0

500

1,000

市内の運動サロン（週１回）への参加者

100
300

558

1,142
1,280

R1 R2H30H29

1,500

●

●

・健康増進活動
・社会参加活動
・高齢者支援活動
・ボランティア活動

元気度アップポイント事業

①  元気度アップポイント
　  事業に参加登録
　  ※社会福祉協議会に申請書を提出

②  対象活動に参加
③  ポイントを貯める
④  物品や現金等に交換

個人の場合
最高５千円分

グループの場合
最高 6 万円分

社会参加や生きがいづくり
はじめてみませんか？

詳しくは市ホーム
ページをチェック！

（介護施設など）

●介護保険給付費の財源割合
  （令和３年度から３年間）

65歳以上の65歳以上の
人の保険料人の保険料
23％23％

40～64歳の40～64歳の
人の保険料人の保険料
27％27％鹿屋市鹿屋市

の負担金の負担金
12.5％12.5％

鹿児島県鹿児島県
の負担金の負担金
12.5％12.5％

国の負担金国の負担金
25％25％

保
険
料

保
険
料

公
費
公
費

　
　
　
　
　
支
え
て
い
く
た
め
に

介
護
保
険
制
度
を

わ
た
し
た
ち
の

新栄町ふれあいサロン 

代表　中
なか

宮
みや

  和
かず

子
こ

 さん 
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